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１．研究の背景 

 つくば市では，平成 20 年度からの準備期間を経て，平成２４年度からすべての市立小中学校で小中一貫教

育が完全実施となった。本校においても，竹園西小学校，竹園東中学校とともに，施設分離型小中一貫校（つ

くば竹園学園）として，義務教育９年間を貫いて共通の「目標・指導内容・指導方法」を設定し，授業にお

いて，定期的に交流，合同行事などで連携を深めながら８年間取り組んできた。児童生徒にもこうした交流

や合同行事が徐々に定着し，児童生徒自身が進級した際にどのような学習をし，どんなスキルが必要になっ

てくるのかを見据えて活動に取り組んでいる姿もよく見られるようになってきた。 

 しかし，こうした形で小中一貫教育を進めていく中で，施設分離型（施設の距離が離れている）であるが

故に，児童生徒の交流・連携にともなう移動時間や教員同士の協議・準備の時間の確保が難しく，その結果，

児童生徒への教育効果が高まらないという課題も浮き彫りとなった。 

 このような物理的距離が離れていることによる時間の確保の難しさは，全国の施設分離型小中一貫校の共

通の課題と言え，この課題を解決しつつ，小中一貫校としての理念を実現するための方法がこれからの学校

教育に必要とされるであろうと考え，本研究に取り組むこととした。 

 

２．研究の目的 

 本研究は，施設分離型（施設の距離が離れている）であるが故に，様々な面で時間の確保が難しく，児童

生徒への教育効果が高まらないという，全国の施設分離型小中一貫校の共通の課題を，テレビ会議やグルー

プウエア等の ICT 機器の利活用によって解決できるどうかを検証することが目的である。また，本研究をき

っかけとして，本校のような施設分離型の小中一貫校でも ICT 機器を利活用することで施設一体型と同じよ

うな教育効果をあげられるのではないかという機運を高めていきたいという思いもあり，本研究を行うこと

とした。 

 

３．研究の方法 

本校には本研究以前より，職員一人一人と児童用にノート PC が７０台以上，児童用のタブレット PC が６０台

以上配備されていたが，テレビ会議を気軽に行えるような機能を備えたものではなかったため，学園内の他

校と交流授業・合同行事の準備や児童生徒同士の発表・議論等を行う際には直接会って行う方法が主流であ
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った。しかし，今回の助成をきっかけにテレビ会議を安定して行う機能を備えた Surface pro シリーズを配

備したことで，交流授業や合同行事当日に安定してテレビ会議を行えるようになったことはもちろん，事前

の打ち合わせや準備にもこの PC を使用して移動の距離と時間の無駄を省くこともできるようになった。その

上で次のような実践を行うことで研究テーマの具現化を図った。 

①９年間の連続した ICT 活用学びのスキル系統表の作成 

○グループウエア及び ICT 機器の活用方法に関して各学年の発達段階に応じた目標を設定し表にした，ICT

活用学びのスキル系統表を３校の ICT 担当を中心にして作成する。 

○教師用と児童生徒用をそれぞれ作成・配付し，授業で活用する。ICT 活用学びのスキル系統表を生かし

た研究授業を行い，児童生徒の学びの連続性の深化の検証及びより有効なスキル系統表の活用方法につ

いて検討を重ねる。 

②施設分離型小中一貫校におけるテレビ会議・グループウエアを活用した協働学習の実践と検証 

 ○検証授業１ グループウエアの電子掲示板を活用した協働学習 

A.本校５年生と竹園西小５年生，同じく本校５年生と８年生（竹園東中２年生）で，「つくばスタイル

科」の中で，これまで直接交流を行い協働学習を行っていたものを，直接交流を行いながら，電子掲

示板，さらには学びのスキル系統表を活用し，協働学習を行う。 

 ○検証授業２ テレビ会議・グループウエアの電子掲示板を活用した協働学習 

B.本校３年生と竹園西小３年生で，「つくばスタイル科」の中で，これまで直接交流を行い協働学習を

行っていたものを，直接交流を行いながらテレビ会議・電子掲示板を活用し，協働学習を行う。 

 ○検証授業３ テレビ会議を活用した協働学習 

C.本校４年生と竹園西小４年生，８年生（竹園東中２年生）で，「つくばスタイル科」の中で，これま

で直接交流を行い協働学習を行っていたものを，直接交流を行いながらテレビ会議を活用し，協働学

習を行う。 

 

４．研究の内容・経過 

①９年間の連続した ICT 活用学びのスキル系統表の作成 

まず課題を解決するための一つ目の手立てとして，距離

が離れていて時間の確保が難しくとも一貫した教育活動

を行えるよう，３校の ICT 担当を中心に学園で統一の ICT

活用学びのスキル系統表を作成した。これは，グループウ

エア及び ICT 機器の活用方法に関して各学年の発達段階

に応じた目標を設定し表にしたもので，教師用と児童生徒

用をそれぞれ作成・配付し，授業で活用することにした。 

さらに，この系統表は児童用のノート PC が設置されて

いる CAI 室にも掲示し，通常の授業において使用すること

はもちろん，本校では７月８日と１０月２７日に本系統表を

活用した校内研究会を行い，１１月１０日には ICT 教育４０周

年記念大会において本系統表をもとに学園内で交流を行

った授業を公開し，実践の様子を披露した。 

資料１ 児童生徒用 ICT 学びのスキル系統表
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資料２ 教師用ICT学びのスキル系統表 

 

 
資料３ 電子掲示板上での意見交換の様子 

 

 

資料４ 交流をもとに考えたまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 防災マップ 

 

②施設分離型小中一貫校におけるテレビ会議・グループウ

エアを活用した協働学習の実践と検証 

次に，二つ目の手立てとして，テレビ会議・グループ

ウエアを活用した協働学習の実践と検証を３年生～５

年生及び８年生（竹園東中２年生）で行った。 

A.本校５年生と竹園西小５年生，同じく本校５年生と８

年生（竹園東中２年生）における電子掲示板及び ICT

学びのスキル系統表を活用した協働学習の実践と検

証 

 本校５年生と竹園西小５年生は「つくばスタイル科」

の中で「ヤゴ救出大作戦」という共通のテーマで協働学

習を行った。ICT 学びのスキル系統表をもとにそれぞれ

の学校で発達段階に応じた目標を達成できるよう学習

し，それを通してまとめたものを同じグループウエアの

電子掲示板を活用して意見交換し，交流して考えたこと

をもとに学習のまとめを行った。統一の ICT 学びのスキ

ル系統表を活用し，どちらの学校も同じようなスキルを

身に付けたうえでまとめているため，６年生から７年生

に進級した際に学校の違いによるスキルの差が出にく

くなることはもちろん，電子掲示板上で交流したことを

もとに自校だけの学習では気づかなかったことにも気

づくことができ，考えが深まった様子が見られた。 

 また，本校５年生と８年生（竹園東中２年生）は「つ

くばスタイル科」において，防災をテーマにした協働学

習を行った。５年生は地区調査や現８年生が５年生時に

作成したデータ等をもとに考えた防災情報をグループ

ウエアのマップ機能を用いて地図データ上にまとめ，８

年生は中学校が避難所になった際にどのように活用す

ることができるかを考えまとめたものを同じグループ

ウエアの電子掲示板に掲示し，交流を行った。８年生は

５年生に伝えることを意識しながらまとめることでさ

らにスキルを伸ばすことができ，５年生は３年前のデー

タと現在を比べることはもちろん，発展的な８年生の学

習内容にも触れることができ，各々で活動を行うよりも

さらに学習内容が深まった様子が見られた。 
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資料６ 電子掲示板での８年生との交流 

 

 

 

 

 

 

資料７ テレビ会議を行う様子 
 

 

 

 

 

 

資料８ 児童が考えた「竹園防災バック」 
 
 
 
 
 
 

資料９ 「竹園防災バック」を考えての感想 

 

 

 

 

 

 

資料10 ３校でのテレビ会議の様子 

B.本校３年生と竹園西小３年生における，テレビ会

議・電子掲示板を活用した協働学習の実践と検証 

 本校３年生と竹園西小３年生は「つくばスタイル科」

の中で「マイ防災バックをつくろう！」というテーマ

で協働学習を行った。この学習では，「竹園防災バッ

ク」をつくるという共通の課題を設定し，両校が協働

で地域の人々にお勧めできる防災バックのモデルを考

えた。話し合いにはテレビ会議システム（Skype）を活

用し，施設分離型の学校でも頻繁に情報交換を重ねる

ことができた。また，発信の方法について互いにアイ

デアを出し合い，ポスター，パンフレット，動画，グ

ループウエアの電子掲示板の四つの手段で地域への発

信をすることができた。学園内での協働学習を行うこ

とで，自分の学校の学区だけでなく，より広い竹園地

区へと視野を広げ，自分たちの考えを地域へ発信しよ

うとする意欲や活動の幅が広がった様子が見られた。 

C.本校４年生と竹園西小４年生，８年生（竹園東中２

年生）におけるテレビ会議を活用した協働学習の実

践と検証 

 平成２５年度より，本学園では，「つくばスタイル

科」の中で「つくばのまちづくり～ランタンアートプ

ロジェクト～」の学習を行っている。今年度も８年生

がランタンアート実行委員会を組織し，両小学校の４

年生も「つくばスタイル科」の「ふれあおう！人と人」

という学習の一環としてこのプロジェクトに参加し協

働学習に取り組んだ。４年生と８年生が協働して，ラ

ンタンアートのコアデザインやランタンカバー制作，

プロモーションビデオ・ポスター・チラシ・マスコッ

ト作成による広報活動を行った。学習を進めるにあた

り，３校協働での活動の際はテレビ会議システム

（Skype）やデータ共有ソフト（OneNote）を活用しな

がらそれぞれの進行状況を報告し合い，改善点を話し

合った。両小学校の４年生の児童間では対等な関係で

の意見交換を行い，４年生と８年生は異学年間での意

見交換を行うことで対話による学びの力を育てつつ，

ICT 機器を活用することで広報資料の内容とともにそ

の経過や進行状況を時系列で共有することが可能にな

り，３校の児童生徒が共通の目的に向かって協働して
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資料11 ランタンアート当日の交流の様子 

 

 

 

 

 

 

 

資料１２ 教職員へのアンケート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１３ ICTについてのアンケート結果 

学習を進めることができた。さらに，広報活動につい

て４年生と８年生が協力して意見交換を行い，検討を

重ねた結果，互いの広報活動の良い点や改善点を見出

すことができ，よりよい広報活動につながった。 

 ランタンアート当日は，４年生と８年生が協働でラ

ンタンを並べ，見守り，片付けるなどイベント運営の

中心となって活躍した。街のために様々な人々と協力

して活動したことは児童生徒にとって貴重な体験とな

ったようだった。また，広報活動の効果もあり，たく

さんの見物客が足を運んでくれたことも児童生徒の大

きな励みとなった様子だった。 

 

５．研究の成果 

 資料１２は，教職員へのアンケート結果の変化の様子で

ある。この資料から，昨年度と違いテレビ会議やグルー

プウエアを活用した共同研究・研修を行ったことで，共

同研究・研修が小中一貫教育を推進する上で効果的だと

考える教職員の割合が増えたことがわかる。 

 さらに，資料１３から，児童生徒の ICT スキルが伸びる

よう指導できているかどうかのアンケート結果も昨年よ

り平均して０．２７ポイント向上していることがわかる。資料

１２及び１３の結果から，テレビ会議やグループウエアを活

用して小中一貫教育を進めていくことは，施設分離型の

小中一貫校として有効な方法であると言えるだろう。 

 また，交流学習の時間についても，以下のように良い

変化が見られた。 

 ３年生は昨年度テレビ会議１回だったものがテレビ会

議３回に増え，４年生は直接交流２回とランタンアート当日の交流だったものがテレビ会議４回と当日の交

流に増えた。５年生は両小学校間の交流がなかったものが電子掲示板上での交流２時間程度に増え，８年生

とは直接交流１時間だったものが電子掲示板上での交流３時間程度に増えた。テレビ会議やグループウエア

を活用することで，どの学年でも交流学習の時間が増え，交流機会を今までよりもかなり多く取ることがで

きた。このことから，テレビ会議やグループウエアを活用した協働学習を進めることで，施設分離型である

からこその弊害であった交流時間の確保の難しさが改善されたと言えるだろう。 

 

６．今後の課題・展望 

 資料１４は実践前後の児童へのルーブリック評価の変化である。「自立的修正力」については微減となり，

「ICT 活用力」の２項目と「思考力」は伸びているものの，いずれの項目も成果目標であった「０．８ポイント

向上」には到達できなかった。さらに，前述の資料１３の児童生徒の ICT スキルが伸びるよう指導できている



 

第41回 実践研究助成 小学校 

資料１４ ルーブリック評価の結果 

かどうかのアンケート結果も，伸びてはいるもののやは

り成果目標であった「０．８ポイント向上」には到達できな

かった。 

 これらのことから，施設分離型小中一貫校特有の「距

離」・「時間」からくる課題を解決できたかという点で

は，ある程度の効果はあったものの，この取り組みだけ

では解決には不十分であったと言える。特に，向上した

様子は見られるものの，交流時間の増加や教職員の意

識・実感の高まりに比べ，児童生徒の力の伸びが今一つ

であることから，方向性としては間違っていないが，今

後は今まで以上に児童生徒自身が力の伸びを実感し，なおかつその力を繰り返し活用していけるような手立

てが必要であると考えられる。 

 

７．おわりに 

 施設分離型の小中一貫校である以上，距離と時間が施設一体型の小中一貫校にはない課題となることはや

むを得ない。しかし，本研究のように，ICT 機器の活用によりその課題を乗り越え交流機会を増やし，児童

生徒の力を伸ばしていくことは可能である。本校は，本研究をきっかけに整備した機器のさらなる有効な活

用方法を模索するとともに，今回新たに発見した課題を改善しつつ，今後も ICT を活用した小中一貫教育の

研究及び授業公開を行っていく予定である。本校へは近隣の学校はもちろん，全国から視察に来ていただく

ことが多い。今後も授業公開や研究視察の機会を通し，本校の取り組みを施設分離型の小中一貫校における

共通の課題解決へ向けた一つの方向性として，全国へ広めていきたいと考える。 
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